
で
の
評
価
を
掲
げ
る
。

【
各
論
】

班
別
作
業
1

大
名
評
判
記
の
空
間
的
把
握

　
　
　
一
江
戸
城
雁
間
詰
大
名
と
評
価
の
相
関
関
係
一

小
川
和
也

　
二
班
の
テ
ー
マ
の
な
か
で
、
筆
者
の
担
当
部
分
は
、
『
文
化
武
鑑
』
に
掲
載
の

大
名
で
、
【
総
論
】
（
小
田
）
に
付
さ
れ
た
表
の
う
ち
、
以
下
に
掲
げ
る
、
2
6
板

倉
勝
峻
～
3
5
大
岡
忠
正
で
あ
る
。

文
化
武
鑑
雁
間
詰
め
大
名

大
名
名

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

板
倉
周
防
守
勝
唆

板
倉
伊
予
守
勝
意

板
倉
内
膳
正
勝
長

青
山
大
膳
亮
幸
完

永
井
日
向
守
直
進

永
井
出
羽
守
直
弼

朽
木
肥
児
太
郎
綱
方

三
浦
志
摩
守
前
次

増
山
備
中
守
正
寧

大
岡
主
膳
正
忠
正

担
当
一
覧

　
家
督
相
続
年

　
享
和
元

　
寛
政
四

　
安
永
五

　
安
永
四

　
明
和
八

　
寛
政
二

　
享
和
年
間

　
安
永
九

　
享
和
元

　
寛
政
九

石
高

五
万
石

三
万
石

三
万
石

四
万
千
石

三
万
六
千
石

三
万
二
千
石

三
万
二
千
石

二
万
千
石

二
万
石

二
万
石

所
領

備
中
上
房

上
州
回
避

奥
州
信
夫

濃
州
郡
上

摂
州
島
上

美
濃
厚
見

丹
波
天
田

美
作
真
島

勢
州
桑
名

武
州
埼
玉

　
以
下
、
右
記
の
大
名
の
系
譜
に
お
い
て
、
『
土
芥
憲
儲
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』

が
書
か
れ
た
段
階
で
の
大
名
を
掲
げ
、
さ
ら
に
、
大
名
の
職
歴
、
各
の
大
名
家

で
い
つ
雁
問
詰
め
が
決
ま
っ
た
、
ま
た
、
『
土
芥
憲
儲
記
』
お
よ
び
『
諌
懲
後
正
』

凡
例
　
文
化
武
鑑
の
大
名
　
　
『
土
芥
鬼
旧
記
』
時
の
大
名
　
『
諌
懲
後
正
』
時
の
大
名

　
　
　
　
　
か
つ
あ
き

2
6ﾂ
倉
周
防
守
勝
峻
　
　
　
9
4
板
倉
周
防
守
重
冬
　
　
　
1
3
巻
板
倉
周
防
守
源
重
冬

殿
席
　
板
倉
重
郷
　
明
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
三
月
二
三
日
遺
品
を
継
。
「
こ
の

日
席
を
雁
問
に
定
め
ら
れ
、
子
孫
代
々
こ
の
席
に
註
す
。
」
↓
『
土
芥
』
段
階
・

雁
間
。
『
諌
後
』
段
階
・
同
。

職
歴
u
重
冬
、
元
禄
元
（
一
六
八
人
）
年
襲
封
。
元
禄
三
年
奥
詰
。
宝
永
五
（
一

七
〇
人
）
年
、
奏
者
番
。

『
土
芥
』
の
重
冬
”
評
価
、
極
良
。
謳
歌
評
説
「
仁
将
」
「
明
将
」
、
「
勝
重
ヨ

リ
、
息
重
宗
二
代
、
京
都
ノ
所
司
代
ト
シ
テ
智
恵
ヲ
振
」
「
代
々
善
人
ナ
ル
モ
神

ト
ス
ベ
シ
。
如
・
斯
ハ
、
諸
将
ノ
能
キ
鑑
タ
ル
ベ
キ
事
」

『
諌
後
』
の
重
冬
　
評
価
　
良
。
本
文
「
文
道
ヲ
志
シ
武
法
ヲ
嗜
ミ
…
…
国
家

ノ
政
道
宜
シ
ク
勤
メ
候
」
、
愚
評
「
重
冬
未
若
将
ナ
ル
ト
モ
…
…
後
年
誉
レ
ヲ
得

ラ
ル
ヘ
キ
将
ト
見
ヘ
タ
リ
」

2
7ﾂ
倉
伊
予
守
朧
麓
　
9
6
板
倉
百
助
源
郵
融
　
2
7
巻
板
倉
伊
予
守
重
同

　
　
　
し
げ
あ
っ
　
　
　
　
　
コ

殿
席
　
重
同
、
貞
享
（
一
七
八
六
）
三
月
相
続
、
「
菊
間
の
広
縁
に
候
す
」
。
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
つ
と
し

清
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
、
八
月
三
目
相
続
「
菊
間
の
広
縁
に
候
す
」
。
勝
曉
、

明
和
四
（
一
七
七
六
）
年
七
月
朔
日
、
「
席
を
弔
問
に
さ
だ
め
ら
る
。
の
ち
例
と

な
る
」
↓
『
土
芥
』
段
階
・
菊
間
広
縁
。

灘
罐
　
重
美
に
つ
い
て
特
に
記
載
な
し
。
勝
清
、
若
年
寄
、
家
書
の
側
用
人
。

勝
田
、
奏
者
番
。

『
土
芥
』
の
重
同
”
評
価
　
良
。
但
し
、
本
文
。
本
文
「
重
同
、
利
発
二
見
ル
。

家
老
ド
モ
…
…
卑
劣
」
。
謳
歌
評
説
「
若
年
ニ
テ
行
跡
ノ
善
悪
槌
ナ
ラ
ザ
ル
肥
州
、

無
評
」
↓
重
同
、
延
宝
七
年
生
ま
れ
、
　
一
二
歳
、
評
価
保
留
。

『
諌
後
』
の
重
同
臼
評
価
　
良
。
本
文
「
生
得
発
明
」
「
行
跡
宜
シ
ク
家
民
ヲ
哀

ミ
、
家
ノ
仕
置
臣
等
二
相
議
シ
…
…
」
、
愚
評
「
若
少
ヨ
リ
心
意
発
明
家
士
民
間

二
等
恵
ア
リ
…
…
良
将
」
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フ

2
8
ﾂ
倉
内
膳
正
勝
長
　
1
0
板
倉
甲
斐
守
重
長
（
の
ち
重
爆
）
　
1
6
巻
板
倉
甲
斐
守
重
長

殿
席
　
重
長
、
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
五
月
二
九
目
「
此
後
菊
問
の
広
縁
に

旨
し
、
朔
望
拝
賀
の
と
き
は
、
雁
問
に
を
い
て
拝
謁
す
べ
き
む
ね
仰
を
蒙
る
」
。

元
禄
～
五
（
一
七
〇
二
）
一
二
月
二
九
日
、
「
雁
垂
に
候
す
。
の
ち
代
々
例
と
す
」
。

↓
『
土
芥
』
段
階
・
菊
間
お
よ
び
雁
間
。
『
諌
後
』
三
階
・
同
。

職
歴
　
重
長
に
つ
い
て
と
く
に
記
載
な
し
。

『
土
芥
』
の
重
長
一
評
価
　
極
良
。
謳
歌
評
説
「
若
年
ノ
主
将
、
如
斯
ハ
、
報

賞
セ
ズ
ン
バ
有
ベ
カ
ラ
ズ
。
可
レ
二
二
善
将
一
而
已
」

『
諫
後
』
の
重
長
　
評
価
　
極
良
。
愚
書
「
道
徳
厚
ク
萱
野
ヲ
世
上
二
及
ホ
ス
、

況
哉
三
民
ヲ
導
ク
事
ハ
…
…
忠
孝
敬
ヲ
旨
ト
セ
ラ
ル
＼
…
…
」

　
　
　
　
　
よ
し
さ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
あ
き

2
9ﾂ
山
大
膳
亮
幸
福
　
9
7
青
山
播
磨
守
菅
原
幸
明
　
1
4
巻
青
山
播
磨
守
藤
原
幸
明

殿
席
”
幸
明
、
貞
享
元
（
一
七
八
四
）
年
一
〇
月
一
三
日
越
封
、
一
五
日
、
「
雁

問
詰
と
な
り
、
後
代
々
お
な
じ
」
↓
『
土
芥
』
段
階
・
雁
間
。
『
諌
後
』
段
階
・

同
。職

歴
u
幸
明
、
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
一
一
月
二
七
日
奏
者
番
、
元
禄
一
二

（
一

Z
九
九
）
年
一
〇
月
一
三
日
、
寺
社
奉
行
兼
任
。

『
土
芥
』
の
幸
明
…
評
価
　
悪
。
本
文
「
幸
明
、
利
発
也
。
文
武
ヲ
不
レ
学
、

甚
ダ
武
勇
武
芸
ヲ
好
ミ
、
血
気
盛
也
。
…
…
故
二
、
士
民
哀
憐
ス
ル
事
ハ
、
ナ

シ
」
。
謳
歌
評
説
「
幸
明
ノ
政
道
、
更
二
道
二
三
ズ
」

『
諌
後
』
の
幸
明
…
評
価
　
良
。
本
文
「
行
跡
正
シ
ク
公
会
ヲ
不
買
、
家
士
民

間
ヲ
励
シ
、
理
ヲ
正
シ
、
道
ヲ
明
カ
ニ
政
道
セ
ン
ト
欲
セ
ラ
ル
＼
器
ア
リ
、
州

寺
社
奉
行
職
ト
ナ
リ
テ
、
猶
心
性
ヲ
慎
ミ
所
行
ヲ
正
シ
ト
見
ヘ
タ
リ
」

3
・i
井
日
向
守
旧
超
照
永
井
近
江
守
直
只
（
の
ち
直
種
）
『
諌
後
』
に
記
載
な
し
・

殿
席
…
直
進
、
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
正
月
一
六
日
相
続
、
「
代
々
世
間
に
候

す
」
。
↓
「
以
降
」
と
な
い
の
で
、
代
々
雁
足
力
↓
『
土
芥
』
段
階
、
雁
間
力
。

※
3
1
参
照
。
『
諌
後
』
段
階
・
同
。

職
歴
一
直
只
に
つ
い
て
と
く
に
記
載
な
し
。

『
土
芥
』
の
直
只
　
評
価
　
良
。
「
文
武
ヲ
学
ビ
行
跡
正
シ
ク
、
礼
儀
ヲ
守
り
、

生
得
発
明
ナ
ラ
バ
、

　
　
カ
ナ
サ
イ
ホ
ゥ

鬼
帯
金
撮
棒
也
。
」

斜
永
井
出
羽
守
藤
笹
縁
永
井
伊
賀
守
尚
冨
（
の
ち
藤
鵬
）
馨
永
井
伊
賀
守
大
江
尚
冨

殿
席
”
尚
冨
、
寛
文
五
（
｝
六
六
五
）
年
五
月
「
九
目
襲
封
、
「
後
身
問
に
候
す
」
。

直
弼
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
一
〇
月
二
九
日
襲
封
、
「
代
々
壁
間
に
候
す
」

（
3
0
直
進
と
同
じ
記
述
ス
タ
イ
ル
）
↓
『
土
芥
』
段
階
、
飯
間
。
『
諫
後
』
段
階

・
同
。

職
歴
　
尚
冨
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
一
一
月
一
五
目
、
寺
社
奉
行
。

『
土
芥
』
の
吉
野
…
評
価
　
悪
。
本
文
「
無
学
ナ
ル
故
二
、
仁
心
ナ
ク
、
人
使

ヒ
宜
シ
カ
ラ
ズ
」
。
謡
歌
評
説
「
智
者
リ
ト
モ
闇
将
ノ
類
タ
ル
ベ
シ
」
。

『
諌
後
』
の
尚
冨
　
評
価
　
良
。
本
文
「
生
得
淳
直
ニ
シ
テ
行
跡
正
シ
…
…
仕

置
等
穏
曲
筆
シ
テ
馬
力
行
跡
不
義
ナ
シ
ト
」
、
愚
評
「
文
道
武
道
ヲ
少
々
心
懸
有

ト
三
口
、
最
モ
主
将
ノ
三
二
叶
ヘ
リ
…
…
後
年
二
元
ヒ
将
ノ
誉
レ
ナ
ラ
ン
。
誠

二
君
子
ノ
道
二
叶
ヒ
法
ヲ
守
ラ
ル
…
…
父
尚
庸
、
文
武
両
道
二
達
シ
…
…
所
司

代
職
二
補
セ
ラ
レ
」

3
2?
ﾘ
肥
児
太
郎
綱
方
　
1
6
朽
木
伊
予
守
青
梅
轟
　
1
6
巻
朽
木
伊
予
守
源
概
康

　
　
　
　
　
　
た
ね
ま
さ

殿
席
一
穂
綱
（
植
昌
父
）
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
二
月
一
九
日
加
里
、
三
万
石

と
な
る
。
「
こ
の
目
職
を
ゆ
る
さ
れ
席
を
論
意
に
定
め
ら
る
。
の
ち
代
々
こ
の
席

に
候
す
」
。
↓
『
土
芥
』
段
階
、
雁
道
。
『
甲
信
』
段
階
・
同
。

職
歴
一
読
昌
、
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
八
月
一
五
日
、
奏
者
番
と
な
る
。

『
土
芥
』
の
植
芝
…
評
価
　
良
。
本
文
「
文
武
ヲ
学
ビ
、
才
智
理
弁
ニ
シ
テ
、

家
民
之
政
道
、
法
二
毛
ヒ
、
行
跡
最
モ
宜
シ
。
聖
運
奏
者
役
ヲ
勤
ル
以
前
、
引

手
ノ
中
ニ
テ
、
弁
舌
利
ロ
ノ
誉
有
リ
ト
沙
汰
ス
。
今
以
然
リ
」
。
謳
歌
評
説
「
可

・
謂
二
良
将
二
。

『
諫
後
』
の
植
昌
　
評
価
　
良
。
本
文
「
行
跡
不
義
ナ
シ
、
是
御
奏
者
役
ヲ
相

勤
メ
ラ
ル
、
。
其
中
許
モ
弁
舌
理
ロ
ノ
誉
レ
有
ト
沙
汰
」
、
愚
評
「
誠
二
誉
レ
ノ

将
タ
タ
リ
」

3
3O
浦
凪
摩
標
置
躍
団
三
浦
壱
岐
守
直
次
（
の
ち
唾
鵬
）

1
8ｪ
三
浦
壱
岐
守
直
次
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殿
席
”
直
次
、
貞
享
元
（
一
七
八
六
）
年
一
〇
月
一
五
日
「
席
を
雁
問
に
定
め

ら
る
。
の
ち
代
々
同
じ
」
。
↓
『
土
芥
』
段
階
、
雁
間
。
『
諌
後
』
段
階
・
同
。

職
歴
　
直
次
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
一
一
月
二
七
日
、
奏
者
番
。
元
禄
二

（
｝

Z
八
九
）
年
二
月
六
日
、
若
年
寄
、
五
月
二
日
奏
者
番
に
復
す
。

『
土
芥
』
の
直
次
…
評
価
　
中
。
父
・
安
次
、
悪
所
通
い
、
書
画
骨
董
の
趣
味

人
だ
が
、
本
文
「
今
直
次
ハ
、
文
武
ノ
沙
汰
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
行
跡
父
ニ
ハ
増
ル
」
、

謳
歌
評
説
「
無
学
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
行
跡
愚
ナ
ラ
ネ
バ
、
学
者
ノ
父
ニ
ハ
遙

二
増
タ
ル
無
学
者
タ
リ
。
去
ド
モ
、
学
智
ナ
キ
故
二
、
…
…
善
ニ
モ
悪
ニ
モ
不
・

付
、
中
編
将
ト
云
ベ
シ
」
。

『
諌
後
』
の
直
次
”
評
価
　
良
。
本
文
「
文
道
ヲ
不
学
、
武
法
ヲ
好
ミ
、
行
跡

宜
シ
ク
生
得
淳
直
ニ
シ
テ
忠
義
ヲ
旨
ト
シ
…
…
」
、
愚
計
「
武
法
ヲ
好
マ
ル
＼
事

家
業
当
然
タ
リ
。
行
跡
宜
シ
ク
忠
孝
ヲ
専
ラ
ト
シ
、
礼
法
ヲ
守
り
…
…
」

藩
雌
備
中
守
環
奪
響
山
兵
部
少
輔
藤
原
瑳
弧
愴
巻
増
山
兵
部
少
輔
藤
原
蹟
．
鵜

殿
席
…
正
弥
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
五
月
四
日
詰
衆
、
「
帝
鑑
問
に
候
し
」
、

正
任
（
正
弥
子
）
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
二
月
二
五
日
奏
者
番
、
寛
保
元
（
】

七
四
一
）
年
一
〇
月
＝
二
日
、
奏
者
番
を
辞
し
、
「
雁
問
に
候
す
。
後
代
お
な
じ
」

↓
『
土
芥
』
段
階
、
帝
鑑
間
。
『
諌
後
』
段
階
・
同
。

職
歴
…
正
弥
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
五
月
四
日
、
詰
衆
。

『
土
芥
』
の
正
弥
　
評
価
　
悪
。
本
文
「
文
武
共
二
不
・
学
、
武
勇
ヲ
専
ラ
ト
ス

ル
故
ニ
ヤ
、
短
慮
ニ
シ
テ
、
家
人
迷
惑
」
、
謳
歌
評
説
「
可
・
謂
二
悪
将
こ
。

『
諌
後
』
の
正
弥
い
評
価
　
悪
。
本
文
「
文
道
ヲ
不
学
武
法
ヲ
好
ミ
行
跡
異
義

ナ
シ
。
利
根
発
明
過
タ
リ
…
…
小
人
ヲ
愛
セ
リ
少
シ
短
慮
ニ
シ
テ
家
人
等
迷
惑

セ
シ
ム
」
、
愚
評
「
下
ニ
ハ
諌
ル
臣
モ
ナ
ク
弥
我
意
超
過
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
の
り

3
5
蜑
ｪ
主
膳
正
忠
正
　
大
岡
主
膳
忠
儀
（
『
土
芥
』
『
諌
後
』
記
載
な
し
）

　
　
　
た
だ
よ
し

殿
席
　
忠
喜
、
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
三
月
↓
九
日
、
「
菊
間
の
広
縁
に
黙
す
。

四
年
三
月
朔
日
、
仰
せ
に
よ
り
て
菊
間
に
幽
し
、
十
年
六
月
十
四
日
遺
跡
を
継
、

席
を
雁
問
に
定
め
ら
る
。
十
二
月
十
九
目
奏
者
番
」
。

『
土
芥
』
『
諌
後
』
と
の
関
係
　
大
岡
忠
房
系
の
大
岡
家
は
、
．
宝
暦
元
年
、
忠
光

よ
り
大
名
。
し
た
が
っ
て
、
『
土
芥
』
『
長
後
』
に
記
載
な
し
。

以
上
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
・
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

真
裕
の
総
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

班
別
作
業
2

『
土
芥
憲
騰
記
』

第
二
班
班
長
・
小
田

の
大
名
評
価
と
役
職
の
相
関
関
係

　
以
上
の
よ
う
に
、
班
別
作
業
と
し
て
、
雁
問
詰
大
名
と
『
土
芥
単
離
記
』
と

の
相
関
関
係
を
み
た
。
こ
の
作
業
に
付
随
し
て
、
『
土
芥
冠
雪
記
』
が
成
っ
た
当

時
の
幕
府
の
要
職
者
と
の
相
関
関
係
も
概
観
し
て
み
た
の
で
、
以
下
に
掲
げ
る
。

調
査
対
象
は
、
若
年
寄
、
老
中
、
側
用
人
、
寺
社
奉
行
、
奏
者
番
、
京
都
所
司

代
、
大
坂
城
代
で
あ
る
。

　
な
お
、
使
用
史
料
は
『
本
朝
白
系
当
言
』
（
元
禄
三
年
刊
、
碁
会
版
、
東
京
大

学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵
）
で
あ
る
。

武
鑑
の
役
職
・
大
名
名
・
石
高

若
年
寄

松
平
安
房
守
　
1
万
1
千
石

秋
元
但
馬
守
　
1
万
8
千
石

安
藤
丹
波
守
　
2
万
石

老
中

大
久
保
加
賀
守
1
0
万
3
千
石

阿
部
豊
後
守
　
9
万
石

戸
田
山
城
守
　
6
万
5
千
石

土
屋
相
模
守
　
6
万
5
千
石

『
土
芥
憲
騰
記
』
の
記
載

　
2
3 ｼ
平
安
房
守
源
信
孝
　
1
万
石

　
6
秋
元
但
馬
守
藤
原
喬
朝
　
2
万
3
千
石

記
載
な
し

2
6蜍
v
保
加
賀
守
藤
原
忠
朝
　
1
0
万
3
千
石

5
0｢
部
豊
後
守
正
武
　
9
万
石

む
6
戸
田
山
城
守
藤
原
忠
昌
　
6
万
5
千
石

1
1

1
0y
屋
相
模
守
源
正
直
　
6
万
5
千
石

か
1
1

一



側
用
人

牧
野
備
後
守
　
7
万
3
千
石

柳
沢
出
羽
守
　
3
万
2
千
石

冨
山
民
部
大
輔
　
5
千
石

松
平
右
京
亮
　
　
7
千
石

寺
社
奉
行

加
藤
佐
渡
守
　
2
万
石

戸
田
能
登
守
　
1
万
石

本
多
紀
伊
守
　
1
万
石

奏
者
衆

土
井
周
防
守
　
7
万
石

朽
木
伊
予
守
　
3
万
2
千
石

牧
野
因
幡
守
　
3
万
5
千
石

永
井
伊
賀
守
　
3
万
石

青
山
播
磨
守
　
4
万
8
千
石

三
浦
壱
岐
守
　
2
万
石

松
平
対
馬
守
　
2
万
2
千
石

久
世
出
雲
守
　
5
万
5
千
石

戸
田
能
登
守
　
　
（
山
城
守
子
）

堀
美
作
守
　
2
万
石

谷
大
学
　
　
1
万
石

記
載
な
し

3
4�
�
o
羽
補
記
保
明

　記
載
な
し

記
載
な
し

　
1
加
藤
佐
渡
守
藤
原
明
英

　記
載
な
し

　
2
3 {
多
紀
伊
守
藤
原
正
乗

2
万
2
千
3
0
石

2
万
石

1
万
石

5
9y
井
周
防
守
源
利
益
　
7
万
石

　
　
　
　
　
　
　
た
ね
ま
さ

1
6?
ﾘ
伊
予
守
源
植
昌
　
3
万
2
千
石

H
牧
野
因
幡
守
源
冨
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
万
5
千
6
百
石

η
永
井
伊
賀
守
大
江
尚
冨
　
3
万
石

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
あ
き

9
7ﾂ
山
播
磨
守
菅
原
幸
明
　
5
万
5
千
石

　
5
三
浦
壱
岐
守
直
次
　
2
万
5
千
石

…
松
平
対
馬
守
源
昭
重
・
万
・
千
石

　
1
0v
世
出
雲
守
門
重
之
　
5
万
石

記
載
な
し

記
載
な
し

記
載
な
し

　
以
上
の
う
ち
、
『
土
芥
竃
離
記
』
に
記
載
の
あ
る
大
名
の
評
価
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
を
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お
、
「
本
文
」
と
は
、
金
井
圓
の
項
目

の
「
大
名
の
行
跡
」
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。

若
年
寄

　
3
松
平
安
房
守
源
信
孝

　評
価
、
良
。
本
文
「
生
得
才
智
発
明
…
…
但
シ
理
強
過
ル
言
言
。
行
跡
正
シ
ク
、

政
道
順
路
二
僻
事
ナ
シ
。
家
民
ヲ
愛
憐
ス
。
但
シ
病
気
ニ
シ
テ
、
御
奉
公
甲
骨

勤
ル
マ
ジ
ト
沙
汰
ア
リ
」
。
謳
歌
評
説
「
芝
之
善
将
ト
云
フ
ベ
シ
」
。

四
秋
元
但
馬
守
藤
原
喬
朝

評
価
、
良
。
本
文
「
生
得
寛
惇
ニ
シ
テ
、
才
智
発
明
也
。
…
…
行
跡
最
モ
法
二

三
ヒ
、
士
民
ヲ
哀
憐
ス
」
。
謳
歌
評
説
「
当
時
賢
人
良
将
ト
モ
且
ツ
明
認
ト
モ
可

・
云
者
ニ
ヤ
」

老
中2

6蜍
v
保
加
賀
守
藤
原
忠
朝
　
1
0
万
3
千
石

評
価
、
良
。
本
文
「
生
得
淳
直
島
シ
テ
、
行
跡
正
シ
ク
、
忍
者
邪
欲
之
心
ナ
ク
、

慈
仁
ヲ
専
ラ
ト
シ
…
…
」
。
謳
歌
評
説
「
今
天
下
之
執
権
ト
シ
テ
、
御
政
道
有
二

執
行
一
、
当
時
延
喜
天
暦
之
代
ニ
モ
越
ヘ
タ
ル
御
世
二
、
執
権
有
・
私
讐
、
一
目

モ
不
・
可
・
立
ツ
…
…
此
ノ
人
又
探
題
之
器
量
有
リ
ト
、
沙
汰
セ
シ
ニ
、
果
シ
テ

天
下
ノ
執
権
ト
成
ル
。
…
…
所
詮
、
此
ノ
将
ハ
、
善
人
ノ
良
将
ト
云
ベ
キ
者
欺
」

徐
ヨ

京
都
所
司
代

内
藤
大
和
守

大
坂
城
代

松
平
因
幡
守

3
万
3
千
石
　
記
載
な
し

（
父
伊
豆
守
）
3
万
2
千
石
　
記
載
な
し

5
0｢
部
豊
後
守
正
武

評
価
、
極
良
。
本
文
「
文
武
共
二
心
掛
、
武
芸
ヲ
好
ミ
、
…
…
行
跡
二
不
義
ナ

ク
、
忠
孝
ヲ
専
ラ
ト
シ
、
家
民
ヲ
哀

シ
…
…
祖
父
忠
秋
ヨ
リ
、
父
正
能
、
今
正
武
二
至
テ
、
三
代
続
キ
、
天
下
ノ
執

権
職
ト
ナ
ル
事
、
徳
勝
レ
ズ
ン
バ
不
・
可
・
叶
」
。
謳
歌
評
説
「
忠
秋
ハ
日
本
三
代

執
権
」



励
戸
田
山
城
守
藤
原
忠
昌

評
価
、
良
。
本
文
「
寺
社
奉
行
井
二
京
都
所
司
代
職
盛
時
、
公
事
之
裁
判
、
理

非
文
明
成
ヨ
シ
」
、
謳
歌
評
説
「
才
智
分
明
ナ
ル
故
旧
、
天
下
之
執
権
職
ト
ナ
レ

リ
」1

0y
屋
相
模
音
源
正
直

評
価
、
良
。
本
文
「
生
得
才
智
発
明
…
…
大
坂
御
城
代
ヨ
リ
京
都
所
司
代
職
ヲ

承
り
、
剰
へ
天
下
ノ
執
権
職
ト
成
ル
…
…
龍
ノ
雲
二
乗
ズ
ル
が
如
シ
」
。
謳
歌
評

説
「
行
跡
仁
有
テ
、
…
…
天
下
ノ
亀
鑑
ト
モ
云
ベ
シ
」

側
用
人

蜘
柳
沢
出
羽
守
源
保
明

評
価
、
良
。
本
文
「
行
跡
正
シ
ク
、

善
将
ト
云
フ
ベ
シ
」
。

民
二
哀
憐
ア
リ
」
。
謳
歌
評
説
「
誠
二
誉
之

寺
社
奉
行

餌
加
藤
佐
渡
守
藤
原
明
英

評
価
、
良
。
本
文
「
行
跡
寛
喜
ト
シ
テ
、
謙
譲
ヲ
守
り
：
：
誉
有
将
也
」
。
謳
歌

評
説
「
此
ノ
将
善
人
之
可
レ
謂
二
良
将
こ

　
2
3 {
多
紀
伊
守
藤
原
正
乗

評
価
、
不
明
。
本
文
「
行
跡
不
・
知
、
故
二
身
レ
評
」
。
謳
歌
評
説
な
し
。

奏
者
衆

5
9y
井
周
防
守
源
利
益

評
価
、
悪
。
本
文
「
利
根
発
明
ニ
シ
テ
、
慢
心
怒
リ
ア
リ
」
。
謳
歌
評
説
「
此
将
、

　
…
讐
勇
ア
リ
ト
モ
、
智
仁
之
勇
胆
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
認
ズ
匹
夫
之
勇
ニ
シ

テ
、
主
将
之
本
意
ト
セ
ザ
ル
所
也
」
。

踊
朽
木
伊
予
守
源
嵩
轟
　
　
　
前
掲
雁
間
大
名
参
照
↓
評
価
、
良
。

ユ
H
牧
野
因
幡
守
源
冨
成

評
価
、
良
。
本
文
「
民
ヲ
恵
ム
誉
ア
ル
将
タ
リ
」
。

ク
バ
、
是
善
将
ト
云
ベ
シ
」
。

　
2
永
井
伊
賀
守
大
江
尚
冨

エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
あ
き

9
7ﾂ
山
播
磨
守
菅
原
幸
明

　
5
三
浦
壱
岐
守
直
次

謳
歌
評
説
「
本
文
二
相
違
ナ

前
掲
雁
問
大
名
参
照
↓
評
価
、

前
掲
雁
間
大
名
参
照
↓
評
価
、

前
掲
雁
問
大
名
参
照
↓
評
価
、

　
1
4ｼ
平
対
馬
守
源
昭
重

評
価
、
並
。
本
文
「
政
道
順
ナ
リ
」
。

レ
ザ
ル
事
、
一
方
闘
タ
リ
」
。

良
。

良
。

良
。

謳
歌
評
説
「
文
ヲ
好
ン
デ
、
武
ヲ
心
掛
う

む
0
久
世
出
雲
評
論
重
之

エ評
価
、
並
。
本
文
「
天
下
ノ
執
事
タ
リ
シ
カ
ド
モ
、
邪
権
二
不
・
誇
、
謙
礼
ヲ
以
、

…
…
誠
二
誉
ノ
将
タ
リ
シ
」
。
謳
歌
評
説
「
此
ノ
将
ノ
行
跡
悪
義
ナ
ケ
レ
バ
、
差

シ
テ
可
レ
難
失
モ
ナ
シ
」
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
お
お
む
ね
幕
閣
の
評
価
は
良
好
で
あ
る
。
特
に
、
若
年
寄
、

老
中
、
寺
社
奉
行
、
側
用
人
ま
で
は
、
良
好
で
あ
る
。
奏
者
番
に
な
る
と
、
評

価
は
全
体
に
さ
が
り
、
「
悪
」
が
混
じ
る
よ
う
に
な
り
、
可
も
な
く
、
不
可
も
な

い
と
い
う
「
並
」
程
度
の
評
価
な
ど
、
賞
賛
さ
れ
る
大
名
は
少
な
く
な
る
。

　
『
土
芥
冠
離
記
』
の
評
価
視
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
治
国
1
1
藩
の
仕
置
の
重

視
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
右
の
結
果
の
よ
う
に
、
「
執
権
」
目
老
中
な
ど
、
譜

代
大
名
に
お
い
て
、
幕
府
の
「
役
」
職
を
こ
な
す
能
力
の
評
価
の
有
無
も
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
「
役
」
も
、
軍
役
の
評
価
で
は
な
く
、
吏
僚

と
し
て
の
評
価
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
『
土
芥
選
離
記
』
の
作
者
は
、

幕
閣
の
一
人
か
、
あ
る
い
は
、
幕
府
権
力
の
近
く
に
い
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
藩
内
の
仕
置
と
、
幕
府
の
能
吏
と
し
て
の
才
能
を
問
う
視
点
の
併
存
は
、
『
土

↑1
1

｝



芥
憲
内
記
』
が
、
ま
さ
に
、
幕
藩
制
国
家
の
確
立
期
の
書
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　
以
上
が
班
別
作
業
に
お
け
る
論
考
で
あ
る
。
以
下
、
班
別
作
業
と
は
別
に
、

筆
者
が
個
別
に
行
っ
た
論
考
を
掲
げ
る
。

卜1
1

一




